
条

例 

職
員
の
旅
費
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

令
和
七
年
三
月
二
十
八
日 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

埼
玉
県
条
例
第
七
号 

 
 

 

職
員
の
旅
費
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

 

（
職
員
の
旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
） 

第
一
条 

職
員
の
旅
費
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
二
十
七
年
埼
玉
県
条
例
第
二
十
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

第
三
条
第
二
項
中
「
左
の
各
号
の
一
」
を
「
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
」
に
改
め
、
同
条
第
五

項
中
「
本
条
」
を
「
こ
の
条
」
に
、
「
埼
玉
県
規
則
（
以
下
「
規
則
」
と
い
う
。
）
の
」
を
「
規

則
で
」
に
改
め
る
。 

 
 

第
四
条
第
一
項
中
「
左
」
を
「
次
」
に
改
め
る
。 

 
 

第
五
条
第
一
項
中
「
本
条
」
を
「
こ
の
条
」
に
改
め
る
。 

 
 

第
六
条
第
一
項
中
「
、
食
卓
料
」
を
削
り
、
同
条
第
七
項
中
「
夜
数
に
応
じ
一
夜
当
た
り
の

定
額
」
を
「
一
夜
に
つ
き
、
宿
泊
に
要
す
る
費
用
に
つ
い
て
、
実
費
額
」
に
改
め
、
同
条
中
第

八
項
を
削
り
、
第
九
項
を
第
八
項
と
し
、
第
十
項
か
ら
第
十
三
項
ま
で
を
一
項
ず
つ
繰
り
上
げ

る
。 

 
 

第
九
条
を
削
る
。 

 
 

第
十
条
中
「
一
日
」
の
下
に
「
（
午
前
零
時
か
ら
午
後
十
二
時
ま
で
の
二
十
四
時
間
を
一
日

と
し
て
計
算
す
る
も
の
と
す
る
。
第
十
八
条
、
第
二
十
二
条
第
一
項
及
び
第
三
十
一
条
第
一
項

に
お
い
て
同
じ
。
）
」
を
加
え
、
「
日
当
又
は
宿
泊
料
に
つ
い
て
」
を
「
日
当
の
」
に
、
「
日

当
又
は
宿
泊
料
を
」
を
「
日
当
を
」
に
改
め
、
同
条
を
第
九
条
と
す
る
。 

 
 

第
十
一
条
を
第
十
条
と
し
、
第
十
二
条
を
第
十
一
条
と
し
、
第
十
三
条
を
第
十
二
条
と
し
、

第
二
章
中
第
十
四
条
を
第
十
三
条
と
し
、
第
十
五
条
か
ら
第
十
七
条
ま
で
を
一
条
ず
つ
繰
り
上

げ
る
。 

 
 

第
十
八
条
第
二
項
中
「
十
八
円
と
す
る
」
を
「
ガ
ソ
リ
ン
の
小
売
価
格
等
を
基
礎
と
し
て
規

則
で
定
め
る
額
に
よ
る
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
七
条
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え

る
。 

 
 

（
日
当
） 

 

第
十
八
条 

日
当
の
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
日
の
区
分
に
応
じ
、
一
日
に
つ
き
、
当
該
各

号
に
定
め
る
額
に
よ
る
。 

 
 

一 

行
程
二
百
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
県
外
旅
行
中
に
午
後
十
二
時
に
至
る
日 

三
千
六
百

円 



 
 

二 

行
程
二
百
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
県
外
旅
行
を
し
た
日
（
前
号
に
掲
げ
る
日
を
除
く
。
） 

 

 
 

 
 

千
二
百
円 

 
 

三 

県
内
旅
行
又
は
行
程
二
百
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満
の
県
外
旅
行
中
に
午
後
十
二
時
に
至
る

日 

二
千
四
百
円 

 
 

第
十
九
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 
 

 
 

（
宿
泊
料
） 

 

第
十
九
条 

宿
泊
料
の
額
は
、
旅
行
中
の
宿
泊
に
要
す
る
費
用
の
額
と
し
、
一
夜
に
つ
き
、
国

家
公
務
員
等
の
旅
費
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
十
四
号
。
第
三
十
一
条
第

一
項
に
お
い
て
「
法
」
と
い
う
。
）
に
基
づ
き
国
家
公
務
員
に
支
給
さ
れ
る
宿
泊
費
を
基
準

と
し
て
規
則
で
定
め
る
額
に
よ
る
。
た
だ
し
、
当
該
宿
泊
に
係
る
特
別
な
事
情
が
あ
る
場
合

と
し
て
規
則
で
定
め
る
場
合
は
、
当
該
宿
泊
に
要
す
る
費
用
の
額
に
よ
る
。 

 

２ 

宿
泊
料
の
支
給
額
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
計
算
し
た
額
と
現
に
支
払
つ
た
額
を
比
較
し
、

い
ず
れ
か
少
な
い
額
と
す
る
。 

 
 

第
二
十
条
及
び
第
二
十
一
条
を
削
り
、
第
二
十
二
条
第
一
項
中
「
左
」
を
「
次
」
に
改
め
、

同
項
第
一
号
中
「
別
表
第
一
」
を
「
別
表
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
条
と
す
る
。 

 
 

第
二
十
三
条
第
一
項
第
一
号
中
「
左
」
を
「
次
」
に
、
「
、
宿
泊
料
及
び
食
卓
料
」
を
「
及

び
宿
泊
料
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
、
宿
泊
料
及
び
食
卓
料
」
を
「
及
び
宿
泊
料
」
に
改

め
、
同
条
を
第
二
十
一
条
と
す
る
。 

 
 

第
二
十
四
条
を
第
二
十
二
条
と
す
る
。 

 
 

第
二
十
五
条
中
「
第
十
九
条
第
二
項
に
該
当
す
る
旅
行
の
」
を
「
第
十
八
条
第
一
号
又
は
第

二
号
の
規
定
に
よ
る
日
当
が
支
給
さ
れ
る
」
に
改
め
、
同
条
た
だ
し
書
中
「
当
該
旅
行
に
つ
い

て
支
給
さ
れ
る
日
当
額
の
二
分
の
一
に
相
当
す
る
額
」
を
「
千
二
百
円
」
に
改
め
、
同
条
を
第

二
十
三
条
と
す
る
。 

 
 

第
二
十
六
条
を
第
二
十
四
条
と
す
る
。 

 
 

第
二
十
七
条
第
三
項
中
「
第
二
十
三
条
第
一
項
第
一
号
」
を
「
第
二
十
一
条
第
一
項
第
一
号
」

に
、
「
、
車
賃
及
び
食
卓
料
」
を
「
及
び
車
賃
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
五
条
と
す
る
。 

 
 

第
二
十
八
条
た
だ
し
書
中
「
及
び
食
卓
料
」
を
削
り
、
第
三
章
中
同
条
を
第
二
十
六
条
と
す

る
。 

 
 

第
二
十
九
条
を
第
二
十
七
条
と
し
、
第
三
十
条
を
第
二
十
八
条
と
し
、
第
三
十
一
条
を
第
二

十
九
条
と
す
る
。 

 
 

第
三
十
二
条
を
第
三
十
条
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。 

 
 

（
日
当
） 

 

第
三
十
一
条 

日
当
の
額
は
、
一
日
に
つ
き
、
法
に
基
づ
き
国
家
公
務
員
に
支
給
さ
れ
る
宿
泊

手
当
を
基
準
と
し
て
規
則
で
定
め
る
額
に
よ
る
。 



 

２ 

日
当
は
、
旅
行
中
に
午
後
十
二
時
に
至
る
日
に
限
り
、
支
給
す
る
。 

 
 

（
宿
泊
料
） 

 
第
三
十
二
条 

第
十
九
条
の
規
定
は
、
外
国
旅
行
の
場
合
の
宿
泊
料
に
つ
い
て
準
用
す
る
。 

 
 

第
三
十
三
条
を
削
り
、
第
三
十
四
条
を
第
三
十
三
条
と
す
る
。 

 
 

第
三
十
五
条
第
一
項
中
「
別
表
第
二
の
定
額
に
よ
る
」
を
「
五
十
万
五
千
円
と
す
る
」
に
改

め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
二
十
七
条
第
一
項
第
一
号
」
を
「
第
二
十
五
条
第
一
項
第
一
号
」
に

改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
第
二
十
七
条
第
二
項
」
を
「
第
二
十
五
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
条

を
第
三
十
四
条
と
す
る
。 

 
 

第
三
十
六
条
中
「
第
六
条
第
十
三
項
」
を
「
第
六
条
第
十
二
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
三
十

五
条
と
す
る
。 

 
 

第
三
十
七
条
を
削
り
、
第
三
十
八
条
を
第
三
十
六
条
と
し
、
第
四
章
中
第
三
十
九
条
を
第
三

十
七
条
と
し
、
第
四
十
条
を
第
三
十
八
条
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。 

 
 

（
旅
費
の
返
納
） 

 

第
三
十
九
条 

任
命
権
者
は
、
旅
行
者
が
こ
の
条
例
の
規
定
に
違
反
し
て
旅
費
の
支
給
を
受
け

た
場
合
に
は
、
当
該
旅
費
を
返
納
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

２ 

旅
行
者
が
こ
の
条
例
の
規
定
に
違
反
し
て
旅
費
の
支
給
を
受
け
た
場
合
に
は
、
任
命
権
者

は
、
前
項
に
規
定
す
る
返
納
に
代
え
て
、
当
該
任
命
権
者
が
そ
の
後
に
お
い
て
そ
の
者
に
対

し
支
出
し
、
又
は
支
払
う
給
与
又
は
旅
費
の
額
か
ら
、
当
該
旅
費
に
相
当
す
る
金
額
を
差
し

引
く
こ
と
が
で
き
る
。 

 

３ 

前
項
に
規
定
す
る
給
与
の
種
類
は
、
規
則
で
定
め
る
。 

 
 

第
四
十
一
条
を
第
四
十
条
と
す
る
。 

 
 

附
則
第
六
項
を
削
る
。 

 
 

別
表
第
二
を
削
り
、
別
表
第
一
中
「
別
表
第
一 

移
転
料
（
第
二
十
二
条
関
係
）
」
を
「
別

表
（
第
二
十
条
関
係
）
」
に
改
め
、
同
表
を
別
表
と
す
る
。 

 

（
特
別
職
の
職
員
の
給
与
及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
） 

第
二
条 

特
別
職
の
職
員
の
給
与
及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
二
十
四
年
埼
玉
県
条
例
第
二

十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

第
二
条
第
一
項
中
「
別
表
第
一
及
び
別
表
第
二
」
を
「
次
項
か
ら
第
四
項
ま
で
及
び
別
表
」

に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
前
二
項
」
を
「
前
各
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
六
項
と
し
、

同
条
中
第
二
項
を
第
五
項
と
し
、
第
一
項
の
次
に
次
の
三
項
を
加
え
る
。 

 

２ 

宿
泊
料
の
額
は
、
旅
行
中
の
宿
泊
に
要
す
る
費
用
の
額
と
し
、
一
夜
に
つ
き
、
国
家
公
務

員
等
の
旅
費
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
十
四
号
）
に
基
づ
き
国
家
公
務
員

に
支
給
さ
れ
る
宿
泊
費
を
基
準
と
し
て
規
則
で
定
め
る
額
と
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
宿
泊
に

係
る
特
別
な
事
情
が
あ
る
場
合
と
し
て
規
則
で
定
め
る
場
合
は
、
当
該
宿
泊
に
要
す
る
費
用



の
額
と
す
る
。 

 

３ 

宿
泊
料
の
支
給
額
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
計
算
し
た
額
と
現
に
支
払
つ
た
額
を
比
較
し
、

い
ず
れ
か
少
な
い
額
と
す
る
。 

 

４ 
出
張
の
た
め
の
外
国
旅
行
中
に
死
亡
し
た
場
合
に
お
け
る
死
亡
手
当
の
額
は
、
知
事
に
あ

つ
て
は
八
十
八
万
円
、
副
知
事
、
公
営
企
業
管
理
者
、
下
水
道
事
業
管
理
者
及
び
常
勤
の
監

査
委
員
に
あ
つ
て
は
八
十
万
円
と
す
る
。 

 
 

別
表
第
二
を
削
り
、
別
表
第
一
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 

別
表 

移
転
料
（
第
二
条
関
係
） 

    

（
埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長
の
給
与
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
） 

第
三
条 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長
の
給
与
等
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
二
十
七
年
埼
玉
県
条
例

第
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

第
三
条
中
「
旅
費
」
を
「
教
育
長
の
旅
費
」
に
、
「
別
表
第
一
及
び
別
表
第
二
」
を
「
次
項

か
ら
第
四
項
ま
で
及
び
別
表
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
三
項
を
加
え
る
。 

 

２ 

宿
泊
料
の
額
は
、
旅
行
中
の
宿
泊
に
要
す
る
費
用
の
額
と
し
、
一
夜
に
つ
き
、
国
家
公
務

員
等
の
旅
費
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
十
四
号
）
に
基
づ
き
国
家
公
務
員

に
支
給
さ
れ
る
宿
泊
費
を
基
準
と
し
て
埼
玉
県
教
育
委
員
会
規
則
で
定
め
る
額
と
す
る
。
た

だ
し
、
当
該
宿
泊
に
係
る
特
別
な
事
情
が
あ
る
場
合
と
し
て
同
規
則
で
定
め
る
場
合
は
、
当

該
宿
泊
に
要
す
る
費
用
の
額
と
す
る
。 

 

３ 

宿
泊
料
の
支
給
額
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
計
算
し
た
額
と
現
に
支
払
つ
た
額
を
比
較
し
、

い
ず
れ
か
少
な
い
額
と
す
る
。 

 

４ 

出
張
の
た
め
の
外
国
旅
行
中
に
死
亡
し
た
場
合
に
お
け
る
死
亡
手
当
の
額
は
、
八
十
万
円

と
す
る
。 

 
 

別
表
第
二
を
削
り
、
別
表
第
一
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 

別
表 

移
転
料
（
第
三
条
関
係
） 

 
 

   

（
行
政
委
員
会
の
委
員
及
び
監
査
委
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
） 

第
四
条 

行
政
委
員
会
の
委
員
及
び
監
査
委
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
三

十
一
年
埼
玉
県
条
例
第
三
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

第
二
条
中
「
別
表
第
一
」
を
「
別
表
」
に
改
め
る
。 

一
五
三
、
〇
〇
〇
円 

路
程
五
十
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
未
満 

一
七
七
、
〇
〇
〇
円 

路
程
五
十
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
以
上
百
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
未
満 

二
一
八
、
〇
〇
〇
円 

路
程
百
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
以
上
三
百
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
未
満 

二
六
九
、
〇
〇
〇
円 

路
程
三
百
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
以
上
五
百
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
未
満 

三
五
六
、
〇
〇
〇
円 

路
程
五
百
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
以
上
千
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
未
満 

三
七
五
、
〇
〇
〇
円 

路
程
千
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
以
上
千
五
百
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
未
満 

四
〇
一
、
〇
〇
〇
円 

路
程
千
五
百
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
以
上
二
千
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
未
満 

四
六
五
、
〇
〇
〇
円 

路
程
二
千
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
以
上 

 

一
五
三
、
〇
〇
〇
円 

路
程
五
十
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
未
満 

一
七
七
、
〇
〇
〇
円 

路
程
五
十
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
以
上
百
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
未
満 

二
一
八
、
〇
〇
〇
円 

路
程
百
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
以
上
三
百
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
未
満 

二
六
九
、
〇
〇
〇
円 

路
程
三
百
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
以
上
五
百
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
未
満 

三
五
六
、
〇
〇
〇
円 

路
程
五
百
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
以
上
千
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
未
満 

三
七
五
、
〇
〇
〇
円 

路
程
千
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
以
上
千
五
百
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
未
満 

四
〇
一
、
〇
〇
〇
円 

路
程
千
五
百
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
以
上
二
千
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
未
満 

四
六
五
、
〇
〇
〇
円 

路
程
二
千
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
以
上 

 



 
 

第
三
条
第
二
項
中
「
別
表
第
二
及
び
別
表
第
三
」
を
「
次
項
か
ら
第
五
項
ま
で
」
に
改
め
、

同
条
中
第
三
項
を
第
六
項
と
し
、
第
二
項
の
次
に
次
の
三
項
を
加
え
る
。 

 
３ 

宿
泊
料
の
額
は
、
旅
行
中
の
宿
泊
に
要
す
る
費
用
の
額
と
し
、
一
夜
に
つ
き
、
国
家
公
務

員
等
の
旅
費
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
十
四
号
）
に
基
づ
き
国
家
公
務
員

に
支
給
さ
れ
る
宿
泊
費
を
基
準
と
し
て
規
則
で
定
め
る
額
と
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
宿
泊
に

係
る
特
別
な
事
情
が
あ
る
場
合
と
し
て
規
則
で
定
め
る
場
合
は
、
当
該
宿
泊
に
要
す
る
費
用

の
額
と
す
る
。 

 

４ 

宿
泊
料
の
支
給
額
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
計
算
し
た
額
と
現
に
支
払
つ
た
額
を
比
較
し
、

い
ず
れ
か
少
な
い
額
と
す
る
。 

 

５ 

出
張
の
た
め
の
外
国
旅
行
中
に
死
亡
し
た
場
合
に
お
け
る
死
亡
手
当
の
額
は
、
八
十
万
円

と
す
る
。 

 
 

別
表
第
二
及
び
別
表
第
三
を
削
り
、
別
表
第
一
中
「
別
表
第
一 

報
酬
」
を
「
別
表
」
に
改

め
、
同
表
を
別
表
と
す
る
。 

 
 

 

附 

則 

１ 

こ
の
条
例
は
、
令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

２ 

こ
の
条
例
に
よ
る
改
正
後
の
そ
れ
ぞ
れ
の
条
例
の
規
定
は
、
こ
の
条
例
の
施
行
の
日
以
後
に

出
発
す
る
旅
行
か
ら
適
用
し
、
同
日
前
に
出
発
し
た
旅
行
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ

る
。 

 


